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CPCC 姉川護岸工事に CP コンクリートブロックを敷設
～CO₂を吸収・固定する根固めブロックにより脱炭素化を推進～

青木あすなろ建設株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：望月尚幸）が参加する CP コ
ンクリートコンソーシアム（CPCC）（注 1）と滋賀県は、環境に配慮した地域社会の実現に向けて連
携し、滋賀県姉川の護岸工事（2026 年 3月竣工）において、CO₂を吸収・固定する CPコンクリー
ト（注 2)を使用した根固めブロックの製造を行い、設置しました（写真１）。

写真 1:姉川に設置した根固めブロック

１．取り組みの背景

昨今の環境意識の高まりとともに脱炭素化に向けた先進的な取り組みが世界的に求められてい
る中、国土交通省は 2025 年に脱炭素アクションプラン（注 3）を策定し、「コンクリートの脱炭素化」
を 3つのリーディング施策の一つに位置付けました。

CPCC では、建設現場で発生する余剰コンクリート（戻りコンクリート）や解体時に生じるコン
クリートガラなど、従来は廃棄物として扱われていた材料に CO2 を固定して再利用する技術とし
て、NEDO（国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構）グリーンイノベーション基
金事業の採択を受け、CPコンクリートの開発に取り組んでいます。
また、滋賀県は、2020 年 1 月に「しが CO₂ネットゼロムーブメント」（注 4）のキックオフ宣言を

行い、2050 年までに県内の CO₂排出量を実質ゼロにする目標を掲げています。また、琵琶湖をは
じめとする豊かな水環境を次世代に引き継ぐため、公共工事における環境配慮を積極的に推進して
います。
こうした背景のもと、CPCC と滋賀県が連携し、琵琶湖に注ぐ姉川の護岸工事において、CPコ

ンクリートを使用した根固めブロック(写真２)の製造・施工を行いました。
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２．取り組みの概要と CPCC 各社の担当役割 

CPCC では、参加メンバーがそれぞれ専門とする分野の研究成果を活用し、CP コンクリートを
用いたプレキャスト部材（工場で事前に製造したコンクリート部材）を製造しました。 
本工事では、製造した一部のブロックについて、いぶきグリーンエナジーバイオマス発電所（滋

賀県米原市）（注 5）にて CO2 を固定させる作業を行い、バイオマス由来の CO₂を固定しました。ま
た、CP 生コンクリートは、将来的なサプライチェーン構築も考慮し、湖北生コンクリート協同組
合の協力のもと、湖北大阪生コンクリート株式会社が製造・出荷しました。 

CP コンクリートを用いたプレキャスト部材は、これまで歩道のインターロッキングブロックや
ベンチなど小型の製品が中心でしたが、本工事において初めて、護岸工事用の根固めブロック（重
量約 3ｔ）という大型部材に適用しました。今後も大型のプレキャスト部材への適用に向けて、河
川や港湾などのインフラ整備への展開を積極的に推進していきます。 
今回製造した根固めブロックに固定した CO2量は、今後測定・検証し、日本国温室効果ガスイン

ベントリ報告（注 6）への反映に向けてデータを提供します。 

CPCC における担当役割は以下のとおりです。 

企業・団体 担当役割 
株式会社安藤・間 「滋賀県姉川護岸工事」に設置する CP コンクリ

ート製の根固めブロックのコンクリート製造、打込
み、養生、脱型など一連の作業を実施 

灰孝小野田レミコン株式会社 根固めブロックに用いる CP コンクリート用の炭
酸化再生骨材の製造、コンクリート製造技術支援 

青木あすなろ建設株式会社 品質管理方法の検討および CP コンクリート用締
固め機器の開発・適用 

 

今後も CPCC と滋賀県は、脱炭素に向けた地域社会の実現に向けて引き続き協力してまいりま
す。 
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写真２：CP コンクリート製の根固めブロック 
 
（注 1）CP コンクリートコンソーシアムホームページ：https://carbon-pool.com/ 

 CP コンクリート You Tube チャンネル：https://www.youtube.com/@carbon-pool 

建設会社や生コン工場、大学など 15 の企業・団体が結集した CPCC（幹事会社：安藤ハザマ）は、2022 年

からCO₂を吸収・固定する CP コンクリートの開発を進めています。 

（注 2）CP コンクリートは、“Carbon Pool Concrete”の略で、セメント焼成工程などで発生するCO₂をコンクリー

ト由来の産業廃棄物に固定化し、コンクリート材料として再利用する地域内循環を構築します。この新技術

により、CO₂の吸収と固定を最大・最速に実現し、カーボンネガティブを目指します。 

  CP コンクリートの開発は NEDO（国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構）による

グリーンイノベーション基金事業「CO₂を用いたコンクリート等製造技術開発プロジェクト」の委託事業と

して実施しています。 

（注 3）国土交通省は土木工事の脱炭素アクションプランを公表しています。 

 https://www.mlit.go.jp/report/press/kanbo08_hh_001200.html 

（注 4）滋賀県では、「2050 年までに二酸化炭素の排出量を実質ゼロ（＝CO₂ネットゼロ）にすること」を目指し、 

2020 年 1 月に、県民、事業者等多様な主体と連携して取り組む「しが CO₂ネットゼロムーブメント」の

キックオフ宣言をしました。 

 https://zeronavi.shiga.jp/shiga-co2-netzero-movement/ 

（注 5）https://www.yama-muro.co.jp/ibuki/ 

（注 6）一定期間内に特定の物質がどの排出源・吸収源からどの程度排出・吸収されたかを示す一覧表のこと。 

https://www.env.go.jp/earth/ondanka/ghg-mrv/overview.html 
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【本件に関するお問い合わせ先】 
CP コンクリートコンソーシアム 
担当者名: 白岩 
電話番号: 080-1273-3868 
E メール: shiraiwa.seishi@ad-hzm.co.jp 
 
滋賀県 土木交通部 流域政策局 
担当者名: 小川 
電話番号:（直通）077-528-4154 
E メール: ha04@pref.shiga.lg.jp 
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